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政策２-１ 健康に暮らせるまちづくり 

施策２-１-１ 保健予防の推進 

（１）健康づくりの推進 

○保健福祉センター利用状況 

区 分 保健 子育て 障害 高齢 一般 市機関 合計 

利用件数(件) 498 901 479 18 41 47 1,984 

利用者数(人) 10,689 24,415 9,314 670 1,305 1,711 48,104 

○上記以外（各種相談）利用者数（人） 

母性相談 栄養相談 健康相談 

子育て 

支援総合 

センター 

障害者 

生活支援 

センター 

ことばの 

教室 
合計 

2,097 40 220 1,162 57 2,749 6,325 

○健康教育 

・実施状況 

区 分 婦人会 老人クラブ 町内会 企業・サークル その他 合計 

実施回数(回) 9 19 9 79 62 178 

受講者数(人) 149 554 187 1,672 2,315 4,877 

・健康づくり講座 

健康づくり教室       実施回数  １２回   参加者数   １５９人 

からだスッキリ講座     実施回数  ２４回   参加者数   ７６４人 

・糖尿病予防講座        実施回数  １０回   参加者数    ８０人 

・リラクゼーション事業     実施回数 １３９回   利用者数 １，６９１人 

・帯広市特定健診の結果、糖尿病が重症化するリスクの高い人に訪問や保健指導を行った。 

  実施者数     ８０人 

○健康相談 

・実施回数  面接  ９４回  利用者数  面接 ２００人 

      電話 １９０回        電話 ４５０人 

○自殺対策事業 

・多分野合同研修会       実施回数   ２回   参加者数    ７７人 

・ゲートキーパー研修会     実施回数   ７回   参加者数   ４５６人 

・管理職研修          実施回数   ３回   参加者数   ２１４人 

・ＳＯＳの出し方講座      実施回数   １回   参加者数    ４４人 

・自殺対策計画の策定 

○がん検診・健康診査 

・２０歳・４０歳女性へそれぞれ子宮頸がん・乳がん検診無料クーポンの配布を行った。 
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・実施状況 

区            分 検診日数 受診者数 

胃 が ん 検 診 集 団 96日 4,787人 

子 宮 が ん 検 診 
集 団 14日 1,163人 

施 設 12ヵ月 3,853人 

乳 が ん 検 診 
集 団 20日 1,593人 

施 設 12ヵ月 1,719人 

前 立 腺 が ん 検 診 
集 団 92日 2,086人 

施 設 12ヵ月 1,250人 

肺 が ん 検 診 集 団 96日 6,173人 

大 腸 が ん 検 診 
集 団 113日 5,790人 

施 設 12ヵ月 4,284人 

健 康 診 査 
集 団 94日 39人 

施 設 12ヵ月 160人 

肝 炎 検 査 
集 団 94日 616人 

施 設 12ヵ月 214人 

市 民 健 康 診 査 
集 団 94日 104人 

施 設 12ヵ月 51人 

骨 粗 し ょ う 症 検 診 施 設 12ヵ月 125人 

・３５～３９歳健診・市民検診・健康診査保健指導（初回支援実施分） 

積極的支援              利用者数        １人 

動機付け支援             利用者数        ３人 

・子宮頸がんワクチン予防接種実施状況 

子宮頸がん予防ワクチン        接種者数        ３人 

   ・小規模事業所及び生活保護受給者に対し、がん検診等の周知啓発を実施した。 

   ・ピロリ菌尿中抗体検査実施状況 

市内に居住する中学３年生のうち希望者に対し実施 受検者数 ９１３人 

○訪問保健指導 

・訪問指導実施状況 

区分 
健康診査の 

要指導者等 

閉じこもり 

予   防 
介護家族者 寝たきり者 認知症老人 その他 合 計 

実訪問者数(人) 77 1 0 0 0 13 91 

延訪問者数(人) 92 1 0 0 0 30 123 

○健康都市おびひろの魅力発信 

 ・健康都市連合日本支部総会への参加 

   網走市で開催された健康都市連合日本支部総会に参加し、帯広市の健康づくり事業や「オ

ビロビ」の紹介などを行った。 

 ・第３２回おびひろ健康まつりの実施 

   開催日  ９月３日  参加者数  １，２２１人 

 ・スマートライフプロジェクトの推進 

「健康寿命をのばしましょう。」をスローガンに運動、食生活、禁煙の３分野について具

体的なアクションの呼びかけを行うスマートライフプロジェクトを推進した。 

〔実施結果〕 

  平成２９年度までの総登録数  ５７企業・団体 

健康機器貸出 
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歩数計     ３０企業・団体  ３７０個 

出前健康講座、健康づくり教室（企業） 

       出前健康講座     ２６社   ８８３人 

       健康づくり教室（企業） １社    １３人 

      健康づくりＰＲ映像による情報発信 

       企業、団体への出前講座や、健康づくり事業などで啓発に活用 

   ・健康づくり連携プロジェクトの推進 

     企業と連携した健康づくり講座の開催 

     企業と連携した野菜摂取推進の啓発 

○身体障害者体力向上事業 

・実施回数  ２４３回   実参加者数   ９３人   延参加者数  ４，５５５人 

○公衆浴場活性化推進事業 

・浴場経営の安定化と、公衆衛生の維持増進に寄与することを目的とし、「ふれあい銭湯の日」

を実施する公衆浴場に対し補助を行った。 

実施浴場  子どもの日 １２施設  高齢者の日 １１施設 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

（２）感染症対策の推進 

○予防接種 

・実施状況 

区分 
四種 

混合 

二種 

混合 

不活化 

ポリオ 

麻しん 

・ 

風しん 

混合 

水痘 ヒブ 

小児用

肺炎 

球菌 

日本 

脳炎 

Ｂ型 

肝炎 

接種者数

(人) 
5,103 1,022 114 2,534 2,261 4,995 4,983 6,245 3,748 

   ※四種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ）、二種混合（ジフテリア・破傷風） 

  ○結核予防 

・検診実施状況 

区 分 ＢＣＧ接種 間接撮影 

受診者数（人） 1,262 6,338 

○感染症予防 

・インフルエンザ予防接種実施状況 

インフルエンザ対策として、受験生への補助及び６５歳以上の高齢者への一部費用助成を

行った。 

中学校３年生・高校３年生          接種者数      ９４７人 

高齢者（６５歳以上）            接種者数   １９，５５１人 

 ・成人用肺炎球菌ワクチン接種実施状況 

   肺炎感染や症状の重篤化を予防するため、６５歳以上（５歳刻み）及び６０歳以上６５歳

未満の特定疾患のある人を対象に成人用肺炎球菌ワクチン接種の一部費用助成を行った。 

                          接種者数    ３，９８１人 
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・エキノコックス症検査実施状況 

区  分 一 般 中学生以下 

血清検査受診者数(人) 82 4 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

施策２-１-２ 医療体制の充実 

（１） 地域医療体制の充実 

○看護師等養成機関確保対策 

・看護師養成機関への補助  ３件 

○潜在看護師の就職支援 

・「潜在看護師研修会」の実施 

○帯広厚生病院運営費補助事業 

・公的病院への特別交付税措置を活用し、帯広市７０％、管内１８町村３０％の負担割合で不

採算医療部門の収支不足額（上限２億２，８００万円）を補助 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

（２）救急医療体制の充実  

○休日、夜間における急病診療体制 

・一次救急 

区    分 内          容 
患者数（人） 

市民 市民以外 合 計 

休日夜間急病セン

ター 
夜間 午後 9:00～翌午前 8:00 4,869 1,938 6,807 

在宅当番医制 夜間 午後 7:00～ 午後 9:00 4,197 1,615 5,812 

在宅当番医制及び

休日夜間急病セン

ター 

休日 

日曜 
午前 9:00～ 午後 5:00 7,110 4,390 11,500 

休日歯科在宅診療 
休日 

日曜 
午前 9:00～ 午後 4:00 317 252 569 

合                    計 16,493 8,195 24,688 

・二次救急 

区   分 厚生病院 協会病院 第一病院 合 計 

待機日数（日） 188 132 116 436 

患者数 （人） 1,860 781 479 3,120 

※患者数は市民のみ 

・二次救急協力医療機関 

区   分 開西病院 協立病院 北斗病院 合 計 

待機日数（日） 26 25 194 245 

患者数 （人） 55 38 631 724 

※患者数は市民のみ 
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・休日、夜間における一次救急医療機関の案内 

急病テレホンセンター案内状況 

音声テープ案内（件） 職員対応（件） 合計（件） 

3,782 4,543 8,325 

※職員対応の件数は市民のみ 

・二次救急医療体制の充実のため、二次救急医療を担う３病院及び協力病院との連携を図った。 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

政策２-２ やすらぎのあるまちづくり 

施策２-２-１ 地域福祉の推進 

（１）地域福祉活動の充実 

○地域福祉活動支援 

・地域福祉事業の中心的役割を担う社会福祉協議会を支援し、地域福祉活動の推進を図った。 

・地域での交流活動の支援などにより、支え合う地域福祉活動を促進した。 

地域交流サロン参加者数     ２１，２２７人 

○民生委員・児童委員活動 

・民生委員・児童委員活動を支援し、地域における相談活動の充実を図った。 

○成年後見制度利用支援事業 

・本人に代わり契約や財産管理を行う成年後見制度の利用を支援したほか、帯広市成年後見支

援センター「みまもーる」において市民後見人養成講座を開催するなど、高齢者等の権利擁護

を図った。 

○グリーンプラザ管理運営 

・福祉団体等の活動拠点であるグリーンプラザを管理運営し、地域福祉活動の促進を図った。 

グリーンプラザ利用状況 

区 分 高齢者 障害者 地域福祉 一般 公的 合計 

利用件数（件） 4,041 0 4,296 105 409 8,851 

利用人数（人） 80,892 0 33,977 1,683 9,155 125,707 

  ○地域福祉推進事業 

   ・きづきネットワーク事業 

     困難ケース対応件数          ３２２件（延件数 ５５６件） 

【保健福祉部 社会課・高齢者福祉課】 

 

（２）ボランティア活動の促進 

○ボランティア育成 

・ボランティアの養成や活動を支援し、活動の促進を図った。 

ボランティアセンター登録者数   ４，０２８人 

【保健福祉部 社会課】 
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（３）保健・福祉・医療の連携推進 

○健康生活支援審議会 

・健康生活支援審議会の運営を通して、地域福祉計画に基づき、保健・福祉・医療に関する施

策を総合的に推進した。 

【保健福祉部 社会課】 

 

（４）社会福祉活動の充実 

 ○経済対策臨時福祉給付金給付事業 

  ・平成２６年４月の消費税率引上げによる影響を緩和するため、所得の少ない方に対し、暫定

的・臨時的な措置として、一人当たり１万５千円を給付した。 

   支給者数                ３１，８６４人 

【保健福祉部 社会課】 

 

施策２-２-２ 高齢者福祉の推進 

（１）高齢者の生きがいづくり  

○高齢者おでかけサポートバス事業 

 ・対象者数               ３６，４３９人 

 ・交付者数               ２１，０２７人 

○高齢者いきいき元気事業 

・高齢者の交流と介護予防や趣味などのサークル活動の場を提供するため、平成２８年１２月 

に高齢者いきいきふれあい館「まちなか」を開設した。 

○老人クラブ等活動支援 

・老人クラブ育成       対象クラブ数 １４０団体    ６，９９２人 

・老人専用バスの貸出     利用回数     ７７回    １，８４１人 

・高齢者スポーツ大会の開催  参加者数    ４９４人 

○敬老祝金支給 

・祝金支給人数        ８８歳     ７６６人 

・祝品贈呈人数       １００歳      ３４人 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

（２）介護予防の推進 

○一般介護予防事業 

・介護予防普及啓発事業（げんき活動コース） 

介護予防に関する知識や実践の普及啓発を行う介護予防教室を実施した。 

               実施回数  ５８０回  参加延人数 ６，６０５人 

・地域介護予防活動支援事業（活動継続コース） 

高齢者団体や個人の介護予防活動の活性化及び継続につながる支援を目的に、自主活動団

体へ活動支援者を派遣した。 

                 実施回数   ３８回  参加延人数   ６１４人 

・地域リハビリテーション活動支援事業（リハビリ専門職派遣事業） 

  高齢者団体及びげんき活動コースへリハビリ専門職を派遣した。 

自主活動団体への派遣     実施回数   ３５回  参加延人数   ５０７人 

  げんき活動コースへの派遣   実施回数  １４４回  参加延人数 １，７８５人 
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○介護予防・生活支援サービス事業 

・帯広市独自の緩和した基準及び住民主体のサービスを含む介護予防・生活支援サービス事業

について、出前講座やリーフレットにより、事業者・市民へ周知を行った。 

【保健福祉部 高齢者福祉課・介護保険課】 

 

（３）在宅サービスの充実 

○高齢者在宅サービス支援 

・ねたきり高齢者等寝具類クリーニングサービス 

利用実回数 １５４件  利用実人数    ９７人 

・ねたきり高齢者等理美容サービス 利用実回数 ３８８件  利用実人数   １０６人 

・高齢者在宅生活援助サービス   利用実回数 ３１０件  利用実人数    ６６人 

○高齢者在宅生活支援事業 

・家族介護者リフレッシュ事業 

実施回数  ８回（日帰り温泉：４回 食事会等：４回） 参加実人数   １０３人 

○家族介護用品支給事業 

・利用実人数              １６２人 

○生活支援サービス体制整備事業 

・地域における互助の仕組みを充実させるため、生活支援サービスの体制整備に関する協議体

を設置し、８日常生活圏域のうち４圏域に第２層生活支援コーディネーターとなる地域支え合

い推進員を４人配置した。  

  ○地域包括支援総合センター運営 

・地域包括支援センターサテライト相談窓口を南圏域に開設した。 

・相談業務の充実のため、各地域生活支援センター職員を１人増員した。 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

（４）施設サービスの充実 

○老人福祉施設整備補助事業 

・建設費・増改築費償還補助      １２事業所 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

○介護老人保健施設整備補助事業 

・建設費・設備費償還補助        １事業所 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

  ○地域介護・福祉空間整備事業 

 ・小規模特別養護老人ホーム、小規模多機能型居宅介護事業所、認知症高齢者グループホーム

に対する施設整備を補助         ４事業所 

   ・高齢者施設等の防災・防犯対策の強化を図るため、スプリンクラー、防犯カメラ、非常通報

装置等の導入を補助           ４事業所 

   ・共生型地域福祉拠点整備・促進事業   １事業所 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 
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（５）地域で支える仕組みづくり 

○高齢者相談支援 

・ひとり暮らし登録者数   ２，２０７人 

・寝たきり・認知症登録者数   １４７人 

○ひとり暮らし高齢者緊急通報システム事業 

・設置台数           ７０６台（固定型４４９台、モバイル型２５７台） 

○高齢者在宅生活支援（ひとり暮らし高齢者訪問活動事業） 

・利用実人数          ６７７人 

○高齢者虐待防止ネットワーク事業 

・虐待通報件数            ５３件（うち虐待の認定件数 １７件） 

・帯広市高齢者虐待防止研修会開催   出席者   １８４人 

○高齢者総合相談事業 

・総合相談窓口を設置し、高齢者や家族に対する総合的な支援を行った。 

総合相談窓口、保健福祉センター相談窓口受理件数             ３６，１０６件 

○高齢者保健福祉計画推進業務 

・帯広市健康生活支援審議会高齢者支援部会を開催し、高齢者福祉に関する施策を総合的に 

推進した。 

○認知症高齢者見守り事業 

・認知症サポーター養成講座 実施回数 ６２回  参加延人数      ２，００１人 

・出前講座         実施回数 ３８回  参加延人数      １，５２４人 

・認知症家族の集い・茶話会 実施回数 ２４回  参加延人数        １４９人 

・徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク利用数      利用件数        ４０件 

・認知症初期集中支援推進事業           対象者数        １８人 

・認知症カフェ開催         １３か所（うち新規登録５か所） 

○高齢者在宅生活支援（食の自立支援事業） 

・総配食数          ９１，６９５食  利用実人数        ６１６人 

 【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

施策２-２-３ 障害者福祉の推進 

（１）障害者理解の促進 

○障害者理解促進 

・ノーマライゼーションエリア推進事業 

推進地区に指定している大正地区、大空・南の森地区、東部地区、西帯広地区において、

ノーマライゼーション理念の普及啓発をはじめ、ふれあい交流事業や研修事業等各種事業を

行った。 

・手話言語条例推進事業 

手話が言語であるとの認識に基づき、手話の出前講座や市のホームページ等による市民向

け周知・啓発、市職員への手話研修を行い、手話やろう者への理解を深めた。 

・障害者差別解消の推進 

  障害者差別解消支援地域協議会の機能を持った組織として帯広市地域自立支援協議会に

設置した「差別解消部会」において、相談への迅速かつ適切な対応、紛争解決に向けた対応

力の向上のため、差別に関する相談事例等について情報の共有化を図った。 
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・障害者意識啓発活動 

帯広駅内公共スペースの「福祉のひろば」と保健福祉センターを活用し、障害者が作成し

た作品等の展示・即売会や福祉機器の展示会を開催することにより、障害者の交流の機会を

拡大するとともに、障害者への理解を深めた。 

  ○障害者虐待防止事業 

   ・障害者虐待防止センター事業 

虐待防止マニュアル・リーフレット配布 

     虐待通報の受付窓口 

虐待通報・相談件数      ３０件（うち虐待の認定件数 ４件）      

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（２）日常生活支援の充実 

○障害者自立支援給付 

・介護給付・訓練等給付              延利用者数    ２８，８１０人 

・計画相談支援     利用者数      １，５０７人 

・障害者自立支援医療費 

自立支援医療（精神通院）受給者証交付状況 交付者数      ３，１３６人 

更生医療の給付    受給者数        ５７８人 

（うち生活保護受給者の人工透析    利用者数         ６７人） 

・障害者補装具     交付・修理件数     ５４５件 

○重度心身障害者医療給付     

・対象者数                             ３，５４８人 

 ・助成件数                            ７３，９７９件 

○特別障害者手当等支給    受給者数        １９７人 

○障害者福祉サービス 

・福祉団体バス運行事業              福祉団体利用分           ４２件 

・精神障害回復者通所施設交通費助成  利用者数         ９１人 

・心身障害者（児）通所施設等交通費助成  利用者数        ５５７人 

・重度障害者等移動制約者タクシー料金助成  利用者数      ２，６３９人 

・在宅重度身体障害者緊急通報システム  設置数          ３４台 

・重度心身障害者理美容サービス   延利用者数       １２８人 

・重度心身障害者クリーニングサービス  延利用者数        ６１人 

○障害者日常生活用具給付                         ８８３件 

○障害者相談支援 

・基幹相談支援センター                          １ヵ所 

・委託相談支援事業所                            ５ヵ所 

・相談体制    総合相談員等   １０人 相談件数     １６，２２０件 

・帯広市地域自立支援協議会   開催回数         １２回 

  ○各種手帳の交付 

・身体障害者手帳交付状況    交付者数      ７，４１０人 

・療育手帳交付状況    交付者数      １，９３０人 

・精神障害者保健福祉手帳交付状況   交付者数      １，６２６人 
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○障害者コミュニケーション支援 

・手話奉仕員養成講座（昼、夜の部） 

     各４０回開催 延参加者数     １，７４０人 

・要約筆記奉仕員養成講座    １３回開催 延参加者数       １０８人 

・視覚障害者ボランティア養成講座 ８回開催 参加者数         １０人 

・手話通訳者派遣     派遣件数        ５１５件 

・要約筆記通訳者派遣    派遣件数         ５２件 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（３）自立した地域生活への支援の充実 

○障害者社会参加促進 

・回復者クラブ活動事業補助                         ４件 

・かっぱ水泳教室 

帯広の森市民プール ５月１０日～７月２６日（毎週水曜日） 

１２回開催   延参加者数       ２０１人 

   ・フロアカーリング教室 

     帯広の森体育館        ２月１７日   参加者数         ２６人 

   ・障害者職場体験実習 

     障害者の就労体験の場を確保するとともに、就労意欲の向上や一般企業への実習受入れを

促進するため、市内の就労移行支援事業所等を利用している障害のある方を対象として、市

役所内各部署で職場体験実習を行った。 

                           参加者数    １３人（５事業所） 

                           受入部署数         ５課 

                           実習後就職者数       ２人 

・第７回日本脳損傷者ケアリング・コミュニティ学会北海道帯広大会の開催 

   脳損傷の人々の地域における主体的な暮らしの実現及びどのように改善するか等に関し

て、学術研究、知識、技術の向上を目的にすべての人々が双方向に学びあい、共に生きるコ

ミュニティの発展に寄与することを目的とした大会の開催を補助した。 

                  参加者数        ２９８人 

○障害者地域生活支援事業 

・在宅身体障害者各種創作活動等の教室（４教室）  開催回数       １２８回 

延参加者数    １，５４１人 

・障害者生活支援センター事業（在宅障害者講座など）開催回数        １０回 

延参加者数      ３４２人 

○地域生活支援給付事業 

 ・移動支援、日中一時支援、訪問入浴サービスの提供により、障害のある人の地域における自

立した生活を支援した。 

   移動支援                   延利用者数      ５２８人 

   日中一時支援                 延利用者数      ９５８人 

   訪問入浴サービス               延利用者数      １７５人 

○地域活動支援センター                           ９ヵ所 
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○地域移行支援事業 

・地域支え合い体制づくり拠点事業         サポーター登録者数  １１７人 

・中途視覚障害者リハビリテーション事業      延利用者数       ４５人 

・身体障害者送迎事業               延利用者数    ３，４４６人 

・福祉ホーム運営費補助                           １件 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

施策２-２-４ 社会保障の推進 

（１）介護保険制度の健全な運営 

○被保険者数（平成３０年３月末現在） 
世 帯 数 被 保 険 者 数 

総世帯数 

(世帯) 

第 1号被保

険者世帯数 

(世帯) 

第 1号被保

険者世帯数

対前年比 

総世帯数に

占める第 1

号被保険世

帯数の割合 

総人口 

(人) 

第 1号被保

険者数 

(人) 

第 1号被保

険者数対前

年比 

総人口に占

める第 1号

被保険者数

の割合 

87,034 33,745 102.2% 38.8% 166,867 46,948 102.3% 28.1% 

○要介護認定状況（平成３０年３月末現在） 

区 分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

第 1 号 

被保険者 

（人） 

1,479 1,486 2,376 1,411 1,022 926 768 9,468 

第 2 号 

被保険者 

（人） 

19 26 48 40 25 17 20 195 

総数（人） 1,498 1,512 2,424 1,451 1,047 943 788 9,663 

○サービスの利用状況（延人数）             

区 分 
居宅介護 

サービス 

地域密着型 

サービス 

施 設 介 護 サ ー ビ ス 
サービス 

受給者計 介護老人  

福祉施設 

介護老人  

保健施設 

介護療養型

医療施設 
小 計 

第 1 号 

被保険者 

（人） 

62,121 20,898 5,895 5,707 430 12,032 82,920 

第 2 号 

被保険者 

（人） 

1,415 153 56 143 12 211 1,708 

総数（人） 63,536 21,051 5,951 5,850 442 12,243 84,628 

※居宅介護サービスとその他のサービスをともに利用している方がいることから、それ

ぞれの計と合計は一致しない。 
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○介護保険料軽減の状況（帯広市独自軽減分） 

人数（人） 軽減額（円） 軽減前の額（円） 軽減後の額（円） 軽減率（％） 

313 4,828,400 12,768,450 7,940,050 37.82 

・世帯一人当りの収入が、老齢福祉年金相当額以下 

所得段階 基        準 
人数 

（人） 

保険料 

（円） 

軽減額 

（円） 

軽減後の額 

（円） 

第１段階 

生活保護受給者を除く、世帯一人当

りの収入が老齢福祉年金相当額以下

の場合（老齢福祉年金受給者含む） 

79 29,540 14,770 14,770 

第２段階 

世帯一人当りの収入が老齢福祉年金

相当額以下の場合 

0 44,630 29,860 14,770 

第３段階 0 49,230 34,460 14,770 

第４段階 0 59,070 44,300 14,770 

第５段階 0 65,640 50,870 14,770 

・生活保護基準なみの世帯 

所得段階 基        準 
人数 

（人） 

保険料 

（円） 

軽減額 

（円） 

軽減後の額 

（円） 

第２段階 

単身世帯で前年収入１３０万円以下

の場合。ただし、世帯員が一人増え

るごとに６０万円を加算する。 

194 44,630 15,090 29,540 

第３段階 34 49,230 19,690 29,540 

第４段階 6 59,070 29,530 29,540 

第５段階 0 65,640 36,100 29,540 

○介護給付等費用適正化事業 

 ・介護支援専門員の職能団体にケアプラン点検事業を委託し、書類確認に基づく個別ヒアリン

グ、点検により生じた課題を踏まえた研修会を実施し、ケアプラン作成の適正化を図った。 

   ケアプラン点検件数   ６０事業所 ８３件 

   ケアプラン作成研修会  開催数 １回  参加者数 １１０人 

○第六期介護保険事業計画に基づく保険料改定 

・介護給付費準備基金の計画的な繰入により、第六期（平成２７～２９年度）の保険料基準額

の抑制を図った。 

 また、消費税率引き上げに伴う、社会保障の充実により、第１段階の保険料額の軽減を実施

し、低所得者の負担の抑制を図った。 

○潜在介護士等復職支援研修会 

 ・子育て等により離職した介護の資格者を対象に復帰に向けた研修会等を実施し、介護人材の

確保を図った。 

受講者数   ８人 

【保健福祉部 介護保険課】 
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（２）生活保護制度の適正な運用 

○生活保護の現況 

保護区分 延人員（人） 保護区分 延人員（人） 

生活扶助 54,875 生業扶助 1,592 

住宅扶助 54,926 葬祭扶助 16 

教育扶助 4,313 就労自立給付金 13 

介護扶助 10,696 冬季薪炭費 0 

医療扶助 

出産扶助 

54,024 

1 

施設事務費 

 

546 

 

  月平均世帯数 3,833世帯 

  月平均人員 5,020人 

  月平均支出額 685,819千円 

○早期把握・自立支援事業 

・生活保護受給者の自立支援の充実、強化に向け、様々なプログラム事業を実施した。 

体験的就労型社会参加プログラム 

 週１回程度の農作業体験を通して、社会参加意欲、就労意欲の向上を図った。 

  参加者数 ２２人 

屋内作業体験プログラム 

 週１回～３回の屋内作業を通して、社会参加意欲、就労意欲の向上及び就労に必要な技

能の習得を図った。 

  参加者数 １１人 

就労準備型社会参加プログラム 

 週１回程度の農作業体験を通して、就労に対する不安感の払拭と自信の回復を図った。 

  参加者数  ３人 

若年者訪問支援プログラム 

 生活保護受給世帯の概ね１６歳～４０歳までのひきこもり等の若年者を訪問し、社会的

自立に向けた支援を行った。 

  支援者数  ５人 

○生活困窮者自立促進支援事業 

・生活困窮者の自立支援の充実、強化に向け、様々な事業を実施した。 

生活困窮者自立相談支援 

自立相談事業所（自立相談支援センターふらっと）において、生活困窮者が抱える多様

で複合的な課題に応じて、継続的かつ計画的な支援を行った。 

    相談件数       １４０件 

生活困窮者住居確保給付金の支給 

 離職等により経済的に困窮し、住居を喪失した市民又は住居を喪失するおそれのある市

民に対し、家賃相当分の住居確保給付金を支給した。 

支給世帯数       １世帯 

  支給月数       延３ヵ月 

     生活困窮世帯の子どもに対する学習支援 

      生活困窮世帯の子どもに対する学習支援や居場所づくり、保護者への助言などを行った。 

中学生学習支援プログラム    参加者数  １４人 

子ども健全育成プログラム    参加者数  １１人 

      生活困窮世帯の高校生の中退防止を図るため、中学生学習支援プログラムの卒業生に対 
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し、定期的な連絡相談を行った。   支援者数   １０人 

生活困窮者就労準備支援事業    

 就労に必要な訓練を日常生活自立・社会生活自立段階から有期で行った。 

参加者数  ３人 

【保健福祉部 保護課】 

 

政策２-３ 子どもたちが健やかに育つまちづくり 

施策２-３-１ 子育て支援の充実 

（１）おやこの健康支援 

○妊婦・乳幼児健康診査 

・妊婦健康診査 

妊婦一般健康診査        延受診者数 １６，１１５人 

超音波検査           延受診者数  ７，６０８人 

・乳幼児健康診査 

区    分 5か月児 10か月児 1歳 6か月児 3歳児 

受診者数（人） 1,268 1,242 1,250 1,272 

・歯科保健事業 

幼児歯科健診          延受診者数  ７，１３４人 

フッ素塗布           延受診者数  ６，０４１人 

○母子保健相談指導 

・両親教室・育児教室事業 

ほんわかファミリー教室     参加組数     ２６０組 

すくすく教室          参加組数     ２８３組 

・母子保健サービス提供事業 

母性相談室           利用者数   １，９６１人 

母子訪問指導員による新生児、産婦訪問指導 

実施件数     ８１４件 

家庭訪問 

区  分 妊産婦 新生児 乳 児 幼 児 その他 

延訪問件数（件） 724 634 247 412 419 

   ・妊娠・出産サポート事業 

産前産後サポート事業      参加者数     ３５０人 

産後ケア            延利用件数     ２５件 

・特定不妊治療費助成        助成件数     １４０件 

・不育症治療費助成         助成件数       １件 

・栄養食品支給（牛乳、粉ミルク）  延支給者数     ８９人 

○心の発達支援事業 

・すこやか親子教室         延参加組数  １，２６８組 

○性の相談事業 

・性の電話相談           延相談件数    ４０１件 

○食育推進事業 
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・親子料理教室           参加組数      １４組 

・パパの料理教室          参加組数       ９組 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

（２）保育サービスの充実 

○保育所整備 

 ・保育所の老朽化した暖房ボイラー設備の整備を行った。 

○公立保育所管理運営 

・各保育所の修繕を行った。 

・あやめ保育所の円滑な民間委託のために、派遣保育士の人件費に対する支援や施設整備を行

った。 

・施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

認可保育所 10 960 870 

○私立保育所（園）運営 

・認可保育所に対して、保育士等の処遇改善に関する給付を行った。 

・栄保育園の改築費の一部を支援した。 

・施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

認可保育所 16 1,610 1,795 

小規模・事業所内保育施設 2 49 45 

○へき地保育所運営 

・各へき地保育所の修繕を行った。 

・へき地保育所の認可保育所への移行に向けた取り組みを行った。 

・施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

へき地保育所 6  345 219 

○認定こども園等施設運営 

 ・施設型給付を受ける認定こども園及び幼稚園に給付を行った。 

施設区分 施設数(園) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

認定こども園 4  860 771 

幼稚園 1 100 102 

○児童保育センター整備 

・各児童保育センターの修繕を行った。 

・川西児童保育センターの拡張及び柏児童保育センター分室、光南児童保育センター分室、大

空児童保育センターの整備を行った。 

○児童保育センター管理 

 ・児童保育センター支援員の処遇改善等に必要な補助を行った。 

・施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(所) 月平均入所児童数（人） 

児童保育センター 39 1,971 

夜間児童保育センター 1 16 

○延長保育事業 

・緑ヶ丘保育所   外２５所      日平均利用児童数  １７４人 
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○乳児保育事業 

・帯広保育所    外２２所      月平均入所児童数  １８１人 

○病後児保育事業 

・ＣｈｉｐＳ、ひなたぼっこ       延利用児童数    ２０５人 

○特別支援保育事業 

・特別支援児保育 緑ヶ丘保育所外２５所 特別支援児童数    ７２人 

                    要支援児童数    １３１人 

                    合計        ２０３人 

○休日・一時保育事業 

・休日保育（すずらん保育所）      延利用児童数  １，５２９人 

・一時保育（すずらん保育所、豊成保育所、こでまり保育園） 

延利用児童数  ７，８８１人 

  ○広域入所事業 

                       延利用児童数      ７人 

  ○子育て短期支援事業 

・子育て短期支援事業の実施（十勝学園） 

延利用児童数     １３４人 

○子育て支援 

・保育士等資質向上事業 

保育士研修会        ３回  延参加者数      ９５０人 

保育士向けゼミ        ３回  延参加者数       ９３人 

保育実践交流会          ２回  延参加者数       ７４人 

○食育推進事業（保育所） 

・行事食等の提供を行った。 

年７回   こどもの日、ひな祭り、クリスマス、ふるさと給食（４回） 

・保護者に幼児期の食生活の重要性を理解してもらうため、食育講座を実施した。 

実施保育所         ９所  延参加者数      １５０人 

○保育料の負担軽減 

・多子世帯及びひとり親世帯等の保育料について引き続き軽減を行った。 

・税制上寡婦控除が適用にならない、未婚の母子・父子家庭に対し、保育料について寡婦控除

を適用した。 

対象者数         １２人 

・年収約６４０万円未満相当の世帯における、３歳未満の第２子以降の保育料無償化を実施し

た。 

○保育士確保の取組 

・保育士の職場復帰を支援するセミナー及び保育施設合同説明会を開催した。 

参加者数         １６人 

【こども未来部 こども課】 
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（３）幼稚園教育の促進 

○幼稚園振興 

・幼稚園・保育所連携促進事業 

幼保小中連携推進委員会を設置し、エリア会議、児童交流等により、児童の発達に応じた

適切な環境を整え、市全体の連携体制の推進を図った。 

幼稚園・保育所合同研修会 １回 ７７人 

・幼稚園教育環境整備支援事業 

  幼稚園の特色ある教育活動及び預かり保育に要する経費の一部を補助し、幼稚園教育の環

境整備の充実に努めた。 

  対象園数         １４園 

  特別支援教育に要する経費の一部を補助し、特別支援児の就園促進を図った。 

対象園数          ９園 

幼稚園教員の資質向上のため、教員研修費を補助し、幼稚園教員の研修機会の充実に努め

た。 

対象園数          ９園 

○幼稚園就園奨励 

・父母の経済的負担を軽減し、幼児の就園促進を図るため、就園奨励費補助を実施し、幼稚園

教育の充実に努めた。また就園奨励費については、国の制度見直しに伴い、補助額の拡充を行

った。 

就園奨励費支給者数   １，０９６人 

【こども未来部 こども課】 

 

（４）地域での子育て支援の充実 

○地域交流推進事業 

・親子で保育参加事業     １１４回     １４８組        ３２２人 

・保育と給食体験事業      ２２回      ３１組         ６３人 

○子育て支援（のびのび子育て応援事業） 

・あそびの広場事業      １９５回   １，２６３組    ２，８５２人（公立９所分） 

・こんにちは赤ちゃん訪問   ５６４回 

・サンデーファミリー事業    １２回     ２１１組         ５８６人 

【こども未来部 こども課】 

 

○子育て支援総合センター 

・子育て支援総合センター設置          箇所数        １ヵ所 

・ファミリーサポートセンター事業 

  安心して子育てできる環境を整えるため、市民相互による子育て支援の仕組みであるファ

ミリーサポートセンター事業の会員を増やす取り組みを引き続き行った。 

   会員数         ６２０人     援助活動件数    ８６６件 

・絵本との出会い事業 

生後５か月児の乳児を持つ家庭に絵本を配布  配布児童数   １，２６７人 

○子育て支援センター 

・地域子育て支援センター設置          箇所数        ６ヵ所 
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○子育て応援事業所促進 

・子育て応援事業所登録制度           登録事業所数  ２６９事業所 

○家庭教育学級 

・家庭教育学級        １１学級      学級生数      １２８人 

○子ども発達支援 

・幼児ことばの教室               実通室児数      ８４人 

・発達支援センター               実通園児数     ２１０人 

・肢体不自由機能訓練事業            参加組数     親子１３組 

・軽度・中等度難聴児への補聴器購入費の助成   助成件数        ３件 

・こども発達相談室 

  発達相談                  相談件数      ４８０件 

  ２歳・３歳・４歳児相談の実施        相談件数      １５７件 

  帯広市地域自立支援協議会こども生活支援会議 開催回数        ７回 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

 

（５）子育て家庭への支援 

○児童手当 

・受給対象世帯数（２月定時払）               １１，０７７世帯 

○児童扶養手当 

・受給対象者数              ２，４９７人（うち父子家庭１４５人） 

○乳幼児等医療費給付 

・０歳児から小学校修了前までの乳幼児等の医療費負担を軽減するため、自己負担分の全部又

は一部を助成した。 

対象者数                    １３，８６２人（年度平均） 

助成件数                        １６４，１６８件 

○ひとり親家庭等医療費給付 

・対象者数                           ５，１９７人 

・助成件数                          ６３，４４０件 

○助産施設入所措置援護 

・児童福祉法による助産施設において助産を行った。 

帯広協会病院、帯広厚生病院            措置件数    ２７件 

○母子家庭等日常生活支援事業 

・母子・父子家庭へ家庭生活支援員の派遣を行った。 

子育て支援  ３人    延日数   ６日    延時間数   ４１時間 

生活援助   ２人    延日数  １５日    延時間数 ５６．５時間 

○母子家庭等自立支援教育訓練給付 

・ひとり親家庭の親に、指定教育訓練講座受講費用の一部を助成した。 

介護職員初任者研修等  ８人 

○母子家庭等高等職業訓練促進給付 

・資格取得を促進するため、養成機関に修業するひとり親家庭の親に訓練促進給付金を支給し、

修了後には修了支援給付金を支給した。 

支給者         ８人       修了支援給付金支給者   ３人 
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○母子家庭等就業・自立支援事業 

・ひとり親家庭に対する各種の相談活動を行った。 

母子・父子自立支援員、就業支援専門員  各１人配置  相談件数 ３８３件 

・母子家庭等就業・自立支援センター 

北海道と共同でひとり親家庭の親の自立を支援するため就業相談を実施した。 

相談件数     ３９１件（うち帯広市分２８８件） 

  ○未熟児養育医療給付 

   ・医師が入院養育を必要と認めた未熟児について、指定養育医療機関にて必要な医療の給付を

行った。 

     給付実人数      ３６人 

【こども未来部 こども課】 

 

○介護給付・地域生活支援事業（児童） 

・ホームヘルプ         受給児童数              ３３人 

・ショートステイ        受給児童数              ４６人 

・児童通所支援         受給児童数             ８１７人 

・計画相談支援         受給児童数             ４３１人 

・移動支援           受給児童数              ４７人 

・日中一時支援         受給児童数             ３５９人 

・訪問入浴           受給児童数               ５人 

○特別障害者手当等支給（児童） 

・特別児童扶養手当       受給資格者数            ４９１人 

○子育て支援（児童虐待予防・防止対策推進事業） 

・家庭児童相談室        相談件数              ８１４件 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

施策２-３-２ 青少年の健全育成 

（１）青少年を育む環境の整備 

○青少年健全育成 

・子ども１１０番の家      設置件数            １，０８１件 

○子どもの居場所づくり事業 

・放課後子ども広場 

小学校を核として、学校や児童保育センターと連携しながら、放課後や週休日などに、児

童が異学年の児童や地域住民と交流する機会と場所を設け、地域の大人、ＮＰＯ法人等がボ

ランティアとして特別教室等を活用して、児童へ多様な体験活動を提供する居場所づくりを

行った。 

放課後子ども広場      ２６校   延参加児童数  ２２，４１３人 

○青少年センター事業 

・指導員及び指導協力員等による街頭指導や、相談員による青少年の悩み相談を実施し、非行

防止や環境改善に努め、青少年の健全育成の助長を図った。 

街頭指導・声かけ総数              ４６６回    ４０７人 

相談指導                    １２７回     ３６人 

立入調査                    １６５事業所 
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・若者自立支援 

教育、健康、雇用などの機関団体から構成される、帯広市子ども・若者支援地域協議会を

設置し、不安や困難を抱えた若者への支援や個別事案への対応策を協議した。 

【こども未来部 青少年課】 

 

（２）体験活動の促進 

○体験活動促進 

・地域子ども会リーダー宿泊研修会          参加者数    １８７人 

・ジュニアリーダー養成講座「あすかの会」      会員数      ２４人 

・ジュニアリーダー「あるふあの会」         会員数      ４３人 

・ジュニアリーダーコース              参加者数      ２人 

・北海道地域子ども会リーダー研修会         参加者数     １０人 

・子ども王国(プラザまつり)             参加者数    ８００人 

・十勝こども雪合戦                 参加者数    ２８７人 

・中学生からのメッセージ     １４校      参加者数     １４人 

・成人の集い                    参加者数  １，１３２人 

・おびひろキッズタウン               参加者数    ３６３人 

・若者向けまちづくり活動などの情報収集、提供 

【こども未来部 青少年課】 

 

（３）体験活動施設の整備・利活用 

○児童会館等の利活用 

・子供たちの科学する心や創造性・社会性を育むため、日帰り・宿泊学習のほか発明クラブや

自然体験クラブなどの事業を行うとともに、野草園・岩内自然の村の管理を行った。 

施設の利用状況 

施 設 名 利用者数（人） 

児童会館 146,231 

野草園 12,399 

岩内自然の村 11,652 

○実験実習・児童文化行事 

・科学文化関連事業 

科学展示室入場者                    ３１，２５７人 

プラネタリウム入場者                  １３，６７４人 

星の観察会                    ６回    ２８３人 

自然体験クラブ                  ５回     ８２人 

親子科学実験教室                 ８回    ２４０人 

少年少女発明クラブ               １９回    ２７４人 

親子おもしろ教室                １０回    ５６９人 

中学生科学研究発表会           １１月１１日     ３８人 

理科クラブ                   １０回    １６９人 

科学相談                             ４人 

宿泊学習・日帰り理科学習            ７８校  ２，８８６人 

宿泊研修                   １８団体    ７５７人 
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子どもウィーク       ４月３０日、５月３日～５日  ５，６８０人 

冬まつり（氷まつり協賛行事）         ２月４日    ３７２人 

わくわく教室                 ８月６日    ９２６人 

１月７日    ７０７人 

３月２７日～２８日  １，１１３人 

人形劇公演                   １１回    ３７６人 

親子エンジョイ将棋               １０回    ３２１人 

親子囲碁入門教室                １２回    １０７人 

もっくん教室                   ８回    ２１１人 

星空のコンサート                 ２回    １３０人 

全十勝小中学生将棋大会           ３月１８日     ８２人 

帯広児童劇団公演         １１月２５日～２６日    ９９１人 

・国際協力事業  

ＪＩＣＡ理科実験教育研修コースの実施  １０月～１２月     １７人 

・出前講座     小学校     ８校    ２１クラス    ７０１人 

放課後・学童保育        ９ヵ所    ３０６人 

保育所             ２２所  １，９２７人 

○社会教育施設連携アクションプログラム 

（実施事業については、６-２-１-(１)学習活動の支援に記載） 

○野草園管理運営 

・野草園開園の集い               ４月２９日    ３３５人 

・野草園散策会（春・秋）               ２回    ２６５人 

・「野草園の花」作品展          ７月１０日～１４日    ７７９人 

○農業体験実習館管理運営 

・岩内自然の村関連事業（食育・工作体験） 

          ８月１１日、９月１６日、１０月８日     ５９人 

【こども未来部 児童会館】 

 

 

政策６-２ ともに学び地域のきずなを育むまちづくり 

施策６-２-１ 学習活動の推進 

（１）学習活動の支援 

○社会教育施設連携アクションプログラム 

・「おびひろからわかる？！地球のようす展」 

子ども向けプチ講演会「絵本にでてくる虫のおはなし」         ４４人 

「小さな世界はワンダーランド Vol．２」上映会            ２５人 

スペシャルおはなし会（環境編）                   ５０人 

国立科学博物館巡回展 日本の生物多様性とその保全 

緑ヶ丘へＧＯ！～野生生物の姿をゲットしよう～            １６人 

        ※下記「夏休みわくわく教室」に含む 

第５８回科学技術映像祭 入選作品の放映              ２３１人 

        ※下記「夏休みわくわく教室」に含む 
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・夕涼み生涯学習事業 

「絵の中のぼくの村」上映会                      １７人 

よるの動物園                         ７，６４１人 

・未来に伝えるあそび体験 

スペシャルおはなし会とむかし遊び体験               １８９人 

動物園いきものジャンボカルタとり                  １０人 

新聞紙ｄｅエコ凧作り                        ５７人 

折り紙ミニ凧をつくろう                       ６５人 

・アイヌ民族・文化 

アイヌ語で自然かんさつ                        ８人 

アイヌ語で自然かんさつ展ｉｎ図書館（展示） 

・その他 

調べてみよう！動物のこと                      ２０人 

食べる・たいせつフェスティバル（展示） 

   ・よりどりみどりがおかウィーク！ 

夏休みわくわく教室                        ９２６人 

夏の体験ミュージアム                       ９０１人 

七夕おはなし会                           ４４人 

スペシャルガイド・目指せ横綱！動物紙ずもう・アニマルＱ・ 

ふわふわボールを作ろう！                     ２１４人 

その他（美術館協力） 

・広報の共同化の推進 

４館連携パンフレットの作成・配布「散策マップ」        ４，０００部 

【こども未来部 児童会館，生涯学習部 百年記念館・図書館・動物園】 

 

 

政策７-１ 互いに尊重し思いやりのあるまちづくり 

施策７-１-４ アイヌの人たちの誇りの尊重 

（１）アイヌ民族の歴史・文化に関する理解の促進 

○アイヌ民族理解促進 

・アイヌ生活文化展の開催などにより、アイヌ民族の歴史・文化に関する理解を促進するとと

もに、アイヌ施策推進計画に基づき、アイヌの人たちの施策を総合的に推進した。 

・アイヌ生活文化展開催状況 

民具・手工芸品・パネルの展示、アイヌ文化体験コーナー、啓発資料の配布 

７月２９日～３０日   とかちプラザ 

１０月１日   生活館 

１１月１日～１１月１５日   森の里小学校 

１月１７日～２月１４日   とかち帯広空港 

３月６日～３月９日   市庁舎市民ホール 
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  ○アイヌの伝統的生活空間（イオル）再生事業 

   ・アイヌ文化の保存・伝承活動推進のため、その拠点となるアイヌの人たちの生活圏であった

イオルの再生・整備事業を実施した。 

【保健福祉部 社会課，生涯学習部 文化課】 

 

（２）生活・教育環境の向上 

○アイヌ福祉推進 

・生活相談や指導により、アイヌの人たちの生活の向上を図った。 

相談件数  ２６５件 

相談内容  生活（５７件） 健康（１２１件） 教育（５件） その他（８２件） 

・帯広アイヌ協会の活動を支援し、アイヌの人たちの自主的な活動を促進した。 

○生活館管理運営 

・アイヌの人たちの活動拠点である生活館の管理運営を通して、生活・文化の向上を図った。 

生活館利用状況 

延利用件数   １，３２６件（うちアイヌ延利用件数 ２６３件） 

延利用者数  １９，４０６人（うちアイヌ延利用者数 ３，１９３人） 

主な利用内容  エテケカンパの会、アイヌ刺繍教室、帯広カムイトウウポポ保存会等 

【保健福祉部 社会課】 

 

 

 

 

 

 

 

 


